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隧
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
は
お
健
や
か
に

新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、百
年
の
夢
、九
州
国
立
博
物
館
が
開
館
い
た
し

ま
し
た
。
開
館
以
来
、地
元
九
州
だ
け
で
な
く
、全
国
か
ら
、

ま
た
ア
ジ
ア
各
国
か
ら
も
た
い
へ
ん
多
く
の
方
に
お
い
で
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
ア
ジ
ア
の
皆
さ
ん
と
の
文
化
交
流
を
さ

ら
に
進
め
、と
も
に
繁
栄
し
て
い
く
た
め
の
拠
点
と
な
り
ま

す
よ
う
、九
州
国
立
博
物
館
を
さ
ら
に
大
き
く
発
展
さ
せ

て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
「九
州
は
ひ
と
こ

の
理
念

の
も
と
、九
州
７
県
と
経
済
界
が
一体
と
な
っ
て
「九
州
観
光

推
進
機
構
」
を
設
立
い
た
し
ま
し
た
。
自
然
、
温
泉
、
歴
史

文
化
、食
な
ど
、九
州
各
地
の
多
彩
で
豊
富
な
観
光
資
源
を

生
か
し
な
が
ら
、
「観
光
王
国
。九
州
」
の
実
現
を
目
指
し
て

お
り
ま
す
。

特
に
、
国
内
旅
行
で
は
、
「大
名
庭
園
を
め
ぐ
る
旅
」
な

ど
九
州
の
歴
史
文
化
を
取
り
入
れ
た
広
域
観
光
ル
ー
ト
の

開
発
を
進
め
て
お
り
、
九
州
各
地
に
残
る
城
跡
や
歴
史
遺

産
な
ど
も
貴
重
な
観
光
素
材
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま

す
。
本
県
と
い
た
し
ま
し
て
は
、九
州
観
光
推
進
機
構
と
連

携
し
、県
内
の
優
れ
た
歴
史
文
化
資
源
を
活
か
し
た
旅
行

商
品
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
「鴻
臆
館
・福
岡
城
跡
歴
史
・観
光
・市
民

の
〈
こ
の
皆
さ
ま
が
行
わ
れ
て
い
る
「観
月
の
宴
」
開
催
や
福

岡
城
跡
散
策
マ
ッ
プ
の
作
成
な
ど
の
諸
活
動
は
、福
岡
県
の

貴
重
な
歴
史
文
化
資
源
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「鴻
臆
館
・福
岡

城
跡
」
の
魅
力
を
多
く
の
方
々
に
伝
え
て
い
た
だ
く
も
の
で

あ
り
、観
光
振
興
上
も
た
い
へ
ん
有
意
義
で
あ
り
ま
す
。
地

元
に
根
ざ
し
た
貴
会
の
ご
活
躍
に
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す

と
と
も
に
、ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
も
皆
様
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
二
年
と
な
り
ま
す
よ

う
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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． 史

セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
と
し
て
の
舞
鶴
公
園
の

緑
を
歴
史
の
調
和
あ
る
整
備
を
進
め
る
と
表
示

し
て
頂
き
ま
し
た
。
第
三
号
に
は
築
城
四
百
年

の
感
慨
を
黒
田
長
久
氏

（黒
田
家
十
五
代
当
主
）

よ
り

「
福
岡
」
の
命
名

の
縁
に
は
じ
ま
り
、
天

守
閣

へ
の
謎
に
つ
い
て
も
語

っ
て
頂
き
ま
し
た
。

一　
第
四
号
で
は
当
会
の
副
会
長
中

島
敏
行
氏
よ
り
黒
田
如
水
公
よ
り

歴
代
の
黒
田
家
当
主
の
遺
徳
を
偲

び
つ
つ
多
く
の
旧
家
臣
団
の
お
世

話
を
し
て
頂
い
て
い
る
藤
香
会
よ

り
黒
田
都
市
サ
ミ
ッ
ト
開
催
の
件

を
含
め
多
事
多
難
な
現
況
を
の
り

越
え
て
の
激
励
の
こ
と
ば
に
引
き

続
き
、
第
五
号
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と

し
て
の
新
体
制
に
石
井
幸
孝
氏
が

桑
原
前
会
長
の
意
志
を
引
き

つ
ぎ
、

前
Ｊ
Ｒ
九
州
の
社
長

夫
バ
長
の
重

席
の
体
験
を
生
か
し
て
新
理
事
長

に
就
任
さ
れ
更
に
具
体
的
に
四
つ

の
基
本
軸
を
示
し
た
大
号
令
に
元

気
百
倍
を
い
た
し
ま
し
た
。

次
の
第
六
号
に
は
高
倉
清
子
理

事

（タ
カ
ク
ラ
ホ
テ
ル
福
岡
会
長
）

よ
り
女
性
の
お
立
場
か
ら
皆
の
力

で
ま
ぼ
ろ
し
の
天
守
閣
を
福
岡
城

に
是
非
実
現
を
と
力
強

い
応
援
を
頂
き
、
一削
号

で
は
当
会
顧
間
で
あ
る
福
岡
商
工
会
議
所

の
田

尻
英
幹
会
頭
か
ら
歴
史
的
資
源
と
し
て
観
光
文

化
都
市

の
中
心
点
と
な
る
よ
う

に
巻
頭
言
を
頂

き
ま
し
た
。

こ
の
第
八
号
の
言
葉
は
ご
覧
の
よ
う
に
福
岡

県
知
事
麻
生
渡
氏
よ
り
名
実
と
も
に
県
民
上
げ

て
の
観
光
推
進

・
振
興

へ
の
力
強
い
お
言
葉
を

頂
き
ま
し
た
。

こ
の
様
に
本
会
に
対
す
る
各
方
面
の
方
々
の

思
い
を
大
切
に
、
そ
し
て
バ
ネ
の
力
と
し
て
平

成
十
八
年
、
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
使
命
感
を

持

っ
て
頑
張

っ
て
参
り
ま
す
。
何
卒
、
物
心
共

に
ご
支
援
の
程
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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幅
圃
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こ
ぼ
れ
識

城

の
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守
閣
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正保三年「福博惣絵図」(福岡市博物館 蔵 )

福
岡
城
に
は
天
守
閣
は
築
か
れ
な
か
っ
た
、
と

い
う
の
が
今
ま
で
の
通
説
で
し
た
。
こ
の
背
景
に
は
、

福
岡
藩
の
正
史
で
あ
る

『黒
田
家
譜
』
や

ア
現
前

国
続
風
土
記
』
と
い
っ
た
地
誌
類
に
天
守
閣
が
築

か
れ
た
と
い
つ
記
述
が
な
で
」
と
や
、
正
保
三
年

貧
六
四
六
）
「福
博
惣
絵
図
」
（福
岡
市
博
物
館

所
蔵
）
を
は
じ
め
と
す
る
福
岡
城
を
描
い
た
絵
図

類
に
天
守
閣
が
描
か
れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
の
理

由
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
江
戸
時
代
初
期
の
福

岡
藩
関
係
の
史
料
に
も

「天
守
」
と
い
つ
文
言
が

記
さ
れ
た
も
の
が
散
見
さ
れ
ま
す
し
、
一九
和
六
年

一
六
一
一〇
）
三
月
十
五
日
付
の
細
川
忠
利
書
状
案

な
ど
細
川
家
関
係
の
史
料
に
黒
田
長
政
が
福
岡

城
の

「
天
主
」
を
解
体
し
て
い
る
旨
の
記
述
が
見

え
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
近
年
で
は
天
守
閣
の
存
在

を
肯
定
的
に
考
え
る
説
が
有
力
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。
そ
の
一方
で
、
こ
れ
ら
の
史
料
に
み
え
る

「天

守

↑
王
と

文
言
は
、
寛
永
十
五
年

２
六
三
八
）
に

解
体
さ
れ
た
天
守
台
周
辺
の
櫓
や
長
屋
の
こ
と
を

指
し
て
い
る
と
指
摘
し
、
や
は
り
天
守
閣
は
存
在

し
な
か
っ
た
と
す
る
説
も
あ
る
の
が
現
状
で
す
。

そ
ン」
で
今
回
は
、
寛
永
十
五
年
の
福
岡
城
修
復
普

請
を
通
し
て
福
岡
城
の
天
守
閣
に
つ
い
て
考
え
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

島
原
の
陣
か
ら
帰
国
し
た
福
岡
藩
二
代
藩
主

黒
田
忠
之
は
、
寛
永
十
五
年
九
月
、
幕
府
に
対
し

て
福
岡
城
の
修
復
を
願
い
出
ま
す
。
こ
の
時
、
使

者
と
し
て
江
戸
に
派
遣
さ
れ
た
家
臣
明
石
行
亮
が
、

幕
府
と
の
父
渉
過
程
を
国
元
に
知
ら
せ
た
史
料
が
、

九
州
大
学
附
属
図
書
館
六
本
松
分
館
所
蔵
の
槍

垣
文
庫
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
に
よ
る
と

城
内
の
櫓
や
長
屋
、
門
、
塀
な
ど
の
修
復
と
と
も

に
、
天
守
台
周
辺
の
櫓
や
長
屋
を
解
体
す
る
こ
と

も
願
い
出
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
当
時
、
諸

大
名
は
寛
永
十
二
年
六
月
の
武
家
諸
法
度
第
三

条
の
規
定
に
よ
り
、
居
城
の
石
垣
や
土
塁
を
修
復

す
る
際
に
は
老
中
か
ら
許
可
を
得
る
必
要
が
あ

り
ま
し
た
が
、
櫓
や
塀
な
ど
に
つ
い
て
は
原
状
に
復

す
の
で
あ
れ
ば
幕
府
へ
願
い
出
る
こ
と
な
く
修
復

が
行
え
ま
し
た
。
こ
の
時
、
忠
之
が
櫓
や
門
の
修

復
に
つ
い
て
願
い
出
て
い
る
の
は
、
黒
田
騒
動
直
後

で
あ
る
な
ど
対
幕
府
交
渉
に
配
慮
せ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
で
あ
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

さ
て
、
願
い
出
た
内
容
は
幕
府
か
ら
許
可
さ
れ

て
お
り
、
天
守
台
周
辺
の
櫓
と
長
屋
は
解
体
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
時
の
具
体
的
な
修
復

箇
所
な
ど
を
記
し
た

「御
門
御
櫓
等
ヶ
所
付
」
（春

日
市
教
育
委
員
会
所
蔵
佐
藤
恭
敏
家
文
書
）
や
、

「忠
之
公
御
代
日
記
」
（福
岡
市
総
合
図
書
館
寄

託
小
河
資
料
）
の
記
述
に
よ
る
と
、
天
守
台
周
辺

の
櫓

・
門

・
長
屋
を
四
つ
解
体
し
た
こ
と
が
知
れ
、

こ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
前
述
の

「福
博
惣
絵
図
」

で
は
天
守
台
西
側
の
天
守
付
櫓
台
、
中
天
守
台
、

小
天
守
台
に
矢
倉
跡
と
い
つ
注
記
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
寛
永
十
五
年
段
階
で
解
体
さ
れ

た
の
は
中
天
守
台
や
小
天
守
台
に
築
か
れ
た
天
守

台
周
辺
の
櫓
な
ど
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
一削
述

し
た
元
和
六
年
三
月
段
階
で
解
体
に
取
り
掛
か
っ

て
い
た
と
い
つ

「天
守
」
は
、
ヽ
」れ
ら
と
は
別
の
建

物
で
あ
っ
た
と
言
え
、
天
守
閣
で
あ
っ
た
可
能
性
が

非
常
に
高
い
と
思
わ
れ
る
の
で
す
。
し
か
し
、
＞」れ

ら
は
あ
く
ま
で
も
天
守
閣
の
存
在
を
示
す
状
況

証
拠
に
す
ぎ
ず
、
今
後
さ
ら
な
る
検
討
を
要
す
る

と
言
え
る
で
し
ょ
つヽ
。
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籍
爾
盈
姿
爾
バ
ス
ツ
ア
ー
‐

Ｈ

月

２３

日
、
本
年
度
第

５
回
目

一

の
バ
ス
ツ
ア
ー
で
あ
る
。
今
回
は

一

秋
月

・
三
奈
木
を
巡
る
。
バ
ス
は

一

補
助
席
ま
で
用
い
た
満
席
で
あ
る
。
一

車
中
で
岡
部
氏
よ
り
鎌
倉
あ
た
り

一

か
ら
の
歴
史
を
お
聞
き
し
な
が
ら
、
一

バ
ス
は
快
晴
に
恵
ま
れ
、
秋
月
街

一

道

・
千
手
宿
↓
旧
八
丁
峠
を
越
え

一

て
秋
月

へ
と
向
か
う
。
ガ
イ
ド
担

一

当
の
野
田
氏
の
巧
み
な
話
術
に
車

一

内
は
笑
い
に
つ
つ
ま
れ
な
が
ら
車

一

窓
の
景
色
が
流
れ
る
。
黒
田
長
政

一

公
の
遺
言
に
よ

っ
て
分
藩
さ
れ
た

一

秋
月
藩
の
地
は
、
紅
葉
鮮
や
か
に

一

旧
藩
時
代
を
色
濃
く
残
し
て
い
た
。
一

古
心
寺

。
大
凍
寺
の
秋
月
藩
黒
田

一

家
ゆ
か
り
の
古
寺
は
さ
す
が
で
あ

．

る
。
午
後
は
福
岡
藩
家
老
で
あ

っ

た
黒
田

一
成
の
清
岩
寺
、
三
奈
木

黒
田
家
屋
敷
跡
に
向
か
う
。
や
が

て
復
元
さ
れ
る
と
い
う
庭
園
と
屋

敷
は
工
事
中
。
帰
路
は
野
田
氏
が

推
薦
の
ギ
ン
ギ
ン
ギ
ラ
ギ
ラ
の
夕

日
を
高
速
道
路
か
ら
見
る
こ
と
が

一

で
き
た
。
晩
秋
の
日
は
短
く
天
神

一

に
到
着
し
た
と
き
は
も
う
夜
の
イ

一

ル
ミ
が
点
滅
し
て
い
た
。

（荻
野
記
）
一

平
成
十
七
年
度

「黒
田
家
ゆ
か
り
の
史
跡
探
訪
」

バ
ス
ツ
ア
ー
参
加
者
数
は
延
ベ

二
百
四
十
四
名
。
二
月
黒
田
孝
高

と
長
政
親
子
の
豊
前
時
代
四
十
二

名

・
四
月
若
松
城
と
黒
崎
城
三
十

一
名

・
五
月
鷹
取
城
と
益
富
城
四

十
三
名

・
十
月
松
尾
城
と
左
右
良

城
四
十

二
名

。
十

一
月
秋
月
藩
と
一

三
奈
木
黒
田
家
四
十
四
名

・
十
二
一

月
直
方
藩
と
飯
塚
宿
四
十
二
名
。　
一

十
八
年
度
は
こ
の
史
跡
探
訪
に
一

長
崎
街
道

。
筑
前
六
宿
も
入
れ
て
一

い
く
予
定
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
一

ご
期
待
く
だ
さ
い
。

（野
田
記
Ｙ

学
術
部
で
は
、
下
記
の
内
容
で

新
春
早
々
シ
ン
ポ
ジ

ュ
ー
ム
を
し

ま
す
。
会
員
皆
さ
ん
の
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。

『鴻
臆
館

・
福
岡
城
を
問
う
！
』

第

一
回

「筑
紫
館
と
福
岡
城
下

の
橋
大
手
門
」

福
岡
城
跡
は
古
代
万
葉
の
時
代

は

「
筑
紫
館
」

（後

の
鴻
臆
館
）

が
あ
り
ま
し
た
。
現
在
、
そ
の
二

つ
と
も
国
史
跡
指
定
地
と
な

っ
て

い
る
と
い
う
日
本
で
も
希
有
な
場

所
で
す
。
今
回
は
二
人
の
講
師
を

お
招
き
し
ま
す
。
ま
た
、
石
田
耕

古
画
伯
の

「福
岡
城
上
の
橋
大
手

門
」
画
を
鑑
賞
し
、

「福
岡
市
埋

蔵
文
化
調
査
報
告
書
第
七
七
二
集
」

と
比
較
検
討
を
行
い
ま
す
。

一
、

月

　

日

平
成
十
八
年
二
月
四
日

（土
）

午
後

一
時
か
ら

一
、
場
　
所

読
売
新
聞
西
部
本
社

「よ
み
う
リ
プ
ラ
ザ
」

（定
員
百
四
十
名
。
先
着
順
）

一
、
参
加
費

会
員
五
百
円

（資
料
代
他
含
む
）

一
般
千
　
円

（資
料
代
他
含
む
）

一
、
講
　
師

●
鶴
　
　
　
久
氏

（福
岡
県
立
女
子
大
学
名
誉
教
授
）

「古
代
日
本
語
及
び
筑
紫
館
で
の

万
葉
仮
名
和
歌
に
つ
い
て
」

●
榎
本
　
圭我
嗣
氏

（福
岡
市
教
育
委
員
会
文
化
財
整
備
課
）

「福
岡
城
下

の
橋
大
手
門
復
元

工

事

の
現
状
と
完
成
時

の
見
通
し
」

●
荻
野
　
忠
行
氏

（市
民
の
会
学
術
部
長
）

「
石

田
耕
古

画
伯

の

「福

岡
城

上

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
二
年
目
の
新
春
を
迎
え
、
お
城
だ

よ
り
ヽ
８
を
お
と
ど
け
し
ま
す
。

昨
年
、
船
出

一
年
目
は
、
皆
様
の

ご
協
力
ご
支
援
の
も
と
に
満
足
の
い

く
活
動
が
で
き
た
よ
う
に
思

っ
て
お

り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
活
動
の
課
題
は
山
積

み
で
す
が
、
ま
ず

「市
民
の
会
」
を

の
橋
大
手
門
」
絵
画
と

「福
岡
市

埋
蔵
文
化
調
査
報
告
書
第
七
七
二

集
」
と
の
比
較
検
討
。

そ
の
後
、
下
の
橋
大
手
門
工
事

現
場
移
動
見
学
と
現
地
説
明
。

知

っ
て
も
ら
う
こ
と
が

一
番
。
中
で

も
若
い
次
世
代
の
方
々
に
い
か
に
し

て
興
味
を
持

っ
て
も
ら
う
の
か
？

ま
た
、
街
づ
く
り
、
都
市
づ
く
り

な
ど
同
じ
夢
を
持

つ
グ
ル
ー
プ
と
の

交
流
も
ぜ
ひ
、
実
現
さ
せ
た
い
テ
ー
マ
。

今
年
は
そ
の
た
め
の
良
い
知
恵
比

べ
の
年
に
な
り
そ
う
で
す
。

事
務
局
員

一
同
、
新
た
な
気
持
ち
で
、

で
、
よ
り

一
層
の
努
力
を
し
て
参
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。
ご
指
導
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

(当 日展示)石 田耕古 画「大手門」
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